
別冊資料

モデル校の目標協働達成の４点セット（事例）



市町村名 学校名 頁

中津市 今津小学校 １

豊後高田市 高田小学校 ２

桂陽小学校 ３

姫島村 姫島中学校 ４

国東市 富来小学校 ５

竹田津小学校 ６

日出町 藤原小学校 ７

別府市 上人小学校 ８

大分市 田尻小学校 １０

津久見市 青江小学校 １１

佐伯市 昭和中学校 １２

豊後大野市 朝地小学校、朝地中学校 １３

九重町 南山田小学校 １４

玖珠町 八幡中学校 １５



平成２７年度 目標協働達成モデル校
中津市立今津小学校

＜学校教育目標＞ 豊かな心と確かな学力を身につけ、
夢を抱き、たくましく生きる子どもの育成

重点
目標 達成指標 重点的取組 取組指標

○１２月実施の ○言語活動を重視した ○５分間の「一人学び」を、
中津市学力状況 学 授業改善を行う。 毎日１回以上取り入れる。
調査で、Ｃ層の 校 ○習熟の程度に応じた指導を
児童を３５％以 ○習熟の程度に応じた 取り入れる。（３～６年 算数）
内にする。 指導を取り入れる。 ○子どもの力に応じた、家庭

学力 学習支援を全教職員で行う。

保障 家 ○家庭学習の習慣づけ ○毎日、「宿題は終わった？」
庭 へ、取組を行う。 と聞く。

○「チェックカード」の記入。

地 ○学校へ行こう。 ○学校行事、今津校区協育ネ
域 ット会議で、学校に行く。

○「地域の人に ○「あいさつ運動」に ○「あいさつ運動」の対象を
あいさつができ 学 取り組む。 ３年以上に広げる。
た」７０％以上 校 ○「自分でそうじ」の３玉を、
をめざす。 ○「自分でそうじ」に 学力・夢 ・学校生活全般につ

取り組む。 なぐ。
凡事

家 ○「あいさつ運動」に ○毎朝、親から先にあいさつ
一流 ○「そうじにが 庭 取り組む。 をする。

んばっている児
童」９０％以上
をめざす。 地 ○声をかけよう。 ○「おはよう」「おかえり」「が

域 んばれよ」などの声かけを行
う。

○「朝ご飯を食 ○「早寝・早起き・朝 ○「早寝・早起き」全教職員
べた児童」９０ 学 ご飯」を徹底する。 ・委員会で徹底して指導する。
％以上、「早寝 校 ○家庭用ポスターで啓発を図
・早起きができ ○「なわとび運動」が る。

元気 た児童」（１～ 日常化する取組を行 ○家庭への食い込みを強める。
４ 年 ７０ ％ ・ う。 （スマホ・ゲーム２時間以内）

安全 ５，６年５０％）
をめざす。 家 ○「早寝・早起き・朝 ○毎日、家族で決めた時刻に、

庭 ご飯」を徹底する。 寝せる、起こす。
○「なわとびが ○毎朝、朝ご飯を食べさせる。
好きな児童」７
０ ％ 以上 に す 地 ○子どもを守ろう。 ○登下校の交通安全・見守り
る。 域 ・声かけを行う。
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豊
後

高
田
市

立
高
田

小
学
校

１
，

教
育

目
標

「
よ
く

学
び

心
豊
か

に
た

く
ま

し
く

、
共
に

伸
び
る

高
田

っ
子

」

２
，

重
点

目
標

○
確

か
な
学
力

の
定
着

○
心
豊

か
な
子
ど
も

の
育

成
○

運
動
好

き
な
子

ど
も
の

育
成

○
保
護

者
地

域
と
の

連
携

３
，

重
点

目
標
・

達
成
目

標
・

重
点

的
取

組
・
取

組
指

標
（

学
校
・

家
庭
・

地
域
）

重
点
目

標
達

成
指

標
重

点
的

取
組

取
組

指
標
（

学
校
）

取
組

指
標
（

家
庭
）

取
組

指
標

（
地
域

）

確
か

な

学
力

の

定
着

○
学

力
調

査
に

お
け

る
活

用

問
題

の
平

均
正

答
率

を
３

点

上
回

る
。

（
３

学
年
以
上

）

○
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

ま
と

め

テ
ス

ト
で

8
0
％
以

上
達

成
す

る
。（

1
・

2
年
）

児
童

が
思

考
し

学
び

合
う

学

習
過

程
を

取
り

入
れ

た
授

業

作
り
を
め

ざ
す
。

思
考
す

る
時
間

５
分
、
活

動
（

伝
え
合

う

等
）
す

る
時
間

１
５

分
設

定
す
る

。

互
見
授

業
１
人

２
回

以
上

。

○
「
子

ど
も

に
関
わ

ろ
う

週
間

」

を
設

定
し

、
Ｐ

Ｔ
Ａ

会
員

が
児

童
の

家
庭

学

習
に
関

わ
る

意
識
付

け
を

図
る

。

（
６
月

・
１

０
月
実

施
）

○
期

末
Ｐ

Ｔ
Ａ

で
全

学
年

の
共

通
課

題
に

す

る
。

○
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

の
学

習
サ

ポ
ー

タ
ー

と
し

て
児

童
の

学
力

の
定

着
度

合
い

を
把

握
す

る
。

○
学

校
公

開
日

に
参

加
し

、
授

業
を

参
観

す
る

こ
と
で
「

高
小

学
習

ス
タ

ン
ダ

ー
ド
」

の
進

捗
状
況

を
把

握
す
る
。

「
高

小
学

習
の

ス
タ

ン
ダ

ー

ド
」
の
定

着
を
す
る

。

学
習

規
律

の
進

捗
状

況
を

学
年

長
が

確

認
す
る

家
庭
学
習

の
習
慣
化

を
図
る
。

（
１
０
分

×
学
年
＋

１
０
分
）

担
任
が

宿
題
チ

ェ
ッ

ク
表

を
つ
け

、
し
て

な
い
児

童
は
放

課
後

個
人

指
導
す

る
。

心
豊
か

な

子
ど
も

の

育
成

○
学

期
末

ア
ン

ケ
ー

ト
７

０
％

達
成
す
る

。

授
業
中
は

、
教

師
も

児
童

も
敬

体
を
使
う

。

「
～
で

す
。」
「
ま
す

。」
を
使
っ

て
い

る
。

○
期

末
Ｐ

Ｔ
Ａ

で
全

学
年

の
共

通
課

題
に

す

る
。（

７
月

・
１

２
月
実
施

）

○
地

区
委

員
会

の
早

朝
交

通
安

全
運

動
に

「
あ
い

さ
つ

」
を
取

り
入

れ
る

。

自
治

委
員

さ
ん

と
子

ど
も

た
ち

を
つ

な
ぐ

。

（
ク
リ

ー
ン

活
動
・
ラ
ジ

オ
体
操

第
１
・
２

）

○
全

校
読

書
を

進
め

、
読

書
の

す
す

め
コ

ー

ナ
ー
を

設
置

す
る
。
（
母
親

部
９
月

実
施
）

○
ス

ク
ー
ル

ガ
ー

ド
等
と
連
携

し
、

児
童

の
挨
拶

運
動

を
支
援
す
る

。

○
年

間
2
回

の
ク

リ
ー
ン

活
動

時

に
各

地
区

の
児

童
と

共
に

清
掃

活
動

に
取

り
組

む
。（

自
治

委
員

さ
ん

と
連

携
７
月

・

１
２

月
）

○
保

護
者

・
児

童
ア

ン
ケ

ー

ト
「
掃

除
」「

言
葉

遣
い
」
の

項
目

が
７
０
％

達
成
す
る

。

無
言
清
掃

を
定
着
さ

せ
、
き
れ

い
で

落
ち

着
き

の
あ

る
学

校

に
す
る
。

掃
除
の

仕
方
を

身
に

付
け

さ
せ
、
無

音
の

１
３
分

間
を
つ

く
る

。

「
チ

ク
チ

ク
言

葉
」

を
減

ら

し
、
「

ふ
わ

ふ
わ

言
葉

」
を

増

や
す
。

毎
月
第

１
週
の

み
、
帰

り
の
会

で
相
手

を

呼
び
捨

て
し
な

い
で
「
○

○
さ

ん
」
と

呼

べ
た
か

確
認
を

す
る

。

運
動
好

き

な
子
ど

も

の
育

成

○
運

動
や

外
遊

び
が

す
き

と

答
え

る
児

童
を

９
０

％
以

上

に
す

る
。

遊
び
と
連

動
し
た
運

動
（

1
校

1
実

践
）
に
取

り
組
む
。

体
力
チ

ャ
レ
ン

ジ
タ

イ
ム

を
、
月

（
高

）
、

水
（

低
）
、

金
（

中
）

の
朝

の

1
5
分

間
行

う
。

○
児

童
の

遊
び

の
環

境
作

り
と

し
て

中
庭

の

芝
生
化

に
取

り
組
む

。（
内

藤
さ

ん
来

校
、
５

月
実
施

済
み

、
継
続

中
植

え
継

6
回
）

○
遊

具
コ

ー
ナ

ー
の

塗
装

の
塗

り
替

え
を

す

る
。（

１
２

月
実

施
）

○
「

て
く

て
く

と
く

と
く

運
動

」
の

協
力

を

お
願
い

す
る

。（
１

０
月
実

施
）

○
運

動
会

・
持

久
走

大
会

・
相

撲
大

会
に

積
極

的
に

参
加

し
、

児
童

の
体

力
の

向
上

具
合

を
観
察

す
る

。（
盆

踊
り
の

掘
り
起

こ

し
、
「
ら

ん
き
ょ

ぼ
う

ず
」

実
施

）

○
夏

休
み

の
ラ

ジ
オ

体
操

で
児

童
と

共
に

体
づ

く
り
を

す
る

。（
ラ

ジ
オ
体
操

１
・
２
）

○
水

泳
教
室

に
協

力
す
る
。
（
７

月
実
施

）

児
童
会
と

連
携
し
て

、
運

動
を

し
た

く
な

る
環

境
づ

く
り

に

取
り
組
む

。

週
２

回
の

運
動

場
の

環
境

づ
く

り
を

す

る
。

保
護

者

地
域

と

の
連

携

○
保

護
者

ア
ン

ケ
ー

ト
で

「
言

葉
遣

い
」

の
項

目
が

７

０
％

以
上
に
す

る
。

ふ
わ

ふ
わ

言
葉

で
会

話
を

ふ

や
す
。

「
子
ど

も
に
か

か
わ

ろ
う

週
間
」
で

進
捗

状
況
を

研
修
部

が
確

認
す

る
。

○
給

食
試

食
会

で
朝

ご
は

ん
と

会
話

の
重

要

性
に
つ

い
て

話
を
す

る
。

（
６
月

実
施

）

○
「

応
利

山
」

で
ス

マ
ホ

・
ラ

イ
ン

な
ど

の

ア
ン
ケ

ー
ト

結
果
を

乗
せ

る
。（

７
月

実
施

）

○
「
応

利
山
」
に

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
コ

ー
ナ

ー
。

○
期

末
Ｐ

Ｔ
Ａ

で
情

報
モ

ラ
ル

の
講

演
会

。

（
７
月

実
施

）

○
「
自

分
で

作
る
ス

マ
ホ

等
ル

ー
ル
作

り
」

（
１
月

実
施

）

○
も

み
じ

村
で

の
体

験
活

動
（

竹
の

子
掘

り
・
香

取
線
香

作
り
・
し

い
た

け
栽

培
等
）

を
す

る
。

○
地

域
支

援
本

部
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
に

支
援

い
た

だ
き

、
人

材
バ

ン
ク

を
活

用
す

る
。
（
点

字
・
平

和
・

手
芸

・
俳

句
な
ど

）

○
公

民
館
活

動
と

の
連
携
を
図

る
。（

人
権

の
花

贈
呈
９

月
実

施
・
人
権
教

室
）

家
庭
学
習

に
取
り
組

む
。

Ｐ
が
中

心
と
な

っ
て
「

子
ど
も

に
か
か

わ

ろ
う
週

間
」
を

設
定

す
る

。

【
そ
の
他
の

主
な
取
組
】

・
学

校
図
書
館
活
用
推
進
事
業
（

市
）

・
大
分
っ

子
体
力
向
上
推
進
事
業
（
県

）
・
自
転
車
安
全
運
転

モ
デ
ル
校

・
市

町
村
学
力
向
上
戦
略
支
援
事

業
（
県
）

・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
事
業

・
目

標
協
働
達
成
校

・
特
別
支

援
教
育
の
充
実

【
本
校
の
支
援

体
制
】

・
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置

・
学
び
の
サ
ポ
ー
タ

ー
の
配
置

・
学
校
地
域
支

援
本
部
事
業

・
学
び
の

2
1
世
紀
塾
「
寺

子
屋
昭
和
館
」

・「
ひ
ま
わ
り
」
算
数
教

室
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平成２７年度 学校・家庭・地域の取組

豊後高田市立桂陽小

取り組み内容

学校 家庭 地域

学

び

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

○課題や問いに対する自分の考えを書けてい

るかどうか、学び合いの場の評価を毎時間行う

（国・算）。《授業者》

○授業観察により、聞き合う場の評価、指導を

する。《校長・教頭・教務主任》

○学期 2 回の「話すこと・聞くこと」調査（記

述を含む）の実施による評価、改善を行う。《学

習部》

○学校行事のお知らせをより広範囲に配る。

○学級通信や連絡帳、日記等に保護者が思いを

綴ることのできる欄を入れる。

○学期に１回以上授業参観をし、授業の

様子や子どもたちの様子についてアン

ケートに答え提出する。

○毎日、子どもと、向き合う(話す)時間

を１５分もつ（アンケートに時間の項

目も入れる）

○学級通信や日記に保護者が思いを綴る

ことのできる欄があったら、その欄や

連絡帳に出来る限り思いを書き込み、

担任に届ける。

○できるだけ学校行事に参加する。

○学習サポーターとして子どもの学習支

援を積極的に行う。

○学期に１回以上授業参観

を行い、できるだけ授業の

様子や子どもたちの様子

についてアンケートに答

え提出する。

○学校アンケートに回答す

る

○できるだけ学校行事に参

加する。

○学習サポーターとして子

どもの学習支援を積極的

に行う。

環

境

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

○授業や縦割り班活動等で日常的にアサーシ

ョントレーニングを実施し、研修で月１回、実

践交流や目標のふり返り見を行う。《生活指導

部》

○児童会・教職員で毎週火曜日にあいさつ運動

を行い、よくできている子どもを集会でほめ

る。《生活指導部》

○あいさつ通りを作り、会った人全員にあいさ

つをかわそうとする学校全体の雰囲気をつく

る。《生活指導部》学級でも目標設定とふり返り

をする。《担任》

○あいさつ運動に参加する

（環境コミュニティ部員で今学期中に１

度は参加する）

○家庭でも状況に応じて、「おはよう」「お

かえり」「おやすみ」等の挨拶を交わす。

○登下校の子どもに出会ったら挨拶をす

る。（キッャチコピーを考え実行する）

○あ○い 先
さき

運動

○生活アンケートに回答する。

○登下校中の児童に出会っ

たら挨拶をする。

安
全
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

○サーキットストレッチ、個人メニューの取り

組みの振り返りを毎月行う。《担任》

○学期２回（３学期は１回）、生活点検表で生活

習慣の実態把握・評価・改善を行う。《体育部》

○「歯みがきカレンダー」を作成し、欠かさず

取り組んでいる個人・学級を表彰する。《体育

部》

○生活点検表への記録・提出を確実に行

う。

○学校アンケートに回答する

○一斉下校や登校班での登下校時に顔を

出す。（子どもたちの見守り活動をす

る）

○地域行事に極力参加する。

○一斉下校や登校班での登

下校時に顔を出す。

○地域行事に極力参加する。
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平
成

２
７
年

度
学

校
経

営
構

想
「

進
ん
で
学

ぶ
心

豊
か

な
た
く
ま
し
い

姫
島

っ
子

の
育

成
」

実
現

を
目

指
し
て

姫
島

中
学

校

Ａ
の

％
Ａ
の

％
Ａ
の

％

（
人

数
）

（
人

数
）

（
人

数
）

●
〈
Ａ
評

価
〉

〈
Ａ
評

価
〉

〈
Ａ
評

価
〉

保
護
者

7
0
％

保
護
者

7
0
％

保
護
者

7
0
％

●
〈
Ａ
評

価
〉

〈
Ａ
評

価
〉

〈
Ａ
評

価
〉

●
（
放

課
後

：
Ａ
問

題
）

保
護

者
８
０
％

保
護

者
８
０
％

保
護
者
８
０
％

●
（
週

末
：
Ｂ
問
題

）
○

●
〈
Ａ
評

価
〉

〈
Ａ
評

価
〉

〈
Ａ
評

価
〉

●
保
護

者
８
０
％

保
護

者
８
０
％

保
護
者
８
０
％

●
〈
Ａ
評

価
〉

〈
Ａ
評

価
〉

〈
Ａ
評

価
〉

保
護

者
８
０
％

保
護

者
８
０
％

保
護
者
８
０
％

●
〈
Ａ
評

価
〉

〈
Ａ
評

価
〉

〈
Ａ
評

価
〉

●

●
〈
Ａ
評

価
〉

〈
Ａ
評

価
〉

〈
Ａ
評

価
〉

●
●

２
９
人

●
●

〈
Ａ
評

価
〉

〈
Ａ
評

価
〉

〈
Ａ
評

価
〉

保
護

者
９
０
％

保
護

者
９
０
％

保
護
者
９
０
％

〈
Ａ
評

価
〉

〈
Ａ
評

価
〉

〈
Ａ
評

価
〉

●

●

●

● ●

9
4
%

Ａ
保
護
者

7
0
％

Ａ
Ａ

Ａ

保
護
者
８
０
％

１
３
人

Ａ
参

観
者
３
０
人

9
4
%

Ａ

7
6
%

Ｂ

8
5
%

Ａ

7
0
%

Ｂ

３
学

期

３
学

期
目

標
評

価

6
1
%

Ｂ

6
7
%

Ｂ

１
日
１
ペ

ー
ジ
の
自

学
ノ
ー

ト
に
取
り
組
ま
せ

る

全
校
を
６
グ
ル
ー
プ
に

分
け
，
毎
朝
１
５
分

間
（
7
:4
5
～
8
:0
0
）
校

門
前

で
，
登
校

す
る
生
徒

や
地
域

の
方

へ
の
挨

拶
運
動

を
さ
せ
る

●

村
内

の
各
種

会
合
で
，
地

域
の
方

か
ら
生
徒
の
挨

拶
に
つ
い
て
意

見
を
も
ら
う

●

参
観

者
３
０
人

Ａ

○

Ｂ

1
0
0
%

Ａ
9
5
%

Ａ
保
護

者
６
０
％

保
護
者

7
0
％

8
8
%

Ｂ
8
7
%

保
護

者
８
０
％

１
１
０

人

文
化

祭
含

む

Ａ
参
観

者
３
０
人

携
帯

・
パ
ソ
コ
ン
の
使
用
方

法
に
つ

い
て
親
子

で
話
し

合
い
が
で
き
守

ら
せ

て
い

る

8
0
%

Ａ
7
7
%

ＢＣ

保
護

者
８
０
％

子
ど
も
は
テ
ス
ト
期

間
中

、
携
帯

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
い

な
い

Ｂ

7
0
%

Ｂ
6
5
%

Ｂ

子
ど
も
は
毎

日
の
家
庭

学
習
中

に
携
帯

パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
て
い
な
い

8
1
%

Ａ
7
9
%

Ａ

子
ど
も
は
携

帯
・
パ
ソ
コ
ン

等
の
使

用
終

了
時
刻

が
守

れ
て
い
る

7
2
%

Ｂ
7
5
%

子
ど
も
の
家
庭

学
習
時

間
を
毎

日
確
認

し
て
い
る

5
0
%

Ｃ
4
2
%

毎
月
１
回
、
民
生

委
員

等
が
正
門

前
の
挨
拶

運
動
を
実
施

す
る

●

毎
朝

、
親
子

で
挨
拶

を
す

る １
週

間
に
１
度

、
地
域

の
人

（
誰
、
ど
こ
の
人
）
と
挨
拶

し
た
か
話
し
合

う

２
学

期
の
学
校

公
開

の
参

観
数

総
計

３
０
人
以
上

携
帯
電

話
・
パ
ソ
コ
ン
等

の
終

了
時

刻
（
午
後

１
０

時
）
や
不

使
用

時
間
（
テ

ス
ト
期

間
中
・
毎

日
の
家

庭
学
習

時
間

中
）
を
守

ら
せ

る

●
１
週
間

に
１
度
、
地

域
の

人
（
誰
、
ど
こ
の
人
）
と
挨

拶
し
た
か
話
し
合

う

●

子
ど
も
を
見
か
け
た

ら
挨

拶
す
る

民
生
委

員
・
児

童
委

員
が
挨
拶

運
動
を

す
る

子
ど
も
か
ら
挨

拶
さ
れ
た

ら
必

ず
挨
拶

を
返
す

毎
日
、
出

会
っ
た
子
ど
も

に
挨

拶
す

る

地
域

家
庭

○

親
か
ら
挨
拶

を
す
る

○ ○

学
習
に
対

す
る
気

運
を
地
域

か
ら
盛
り

上
げ
る

基 礎 基 本 の 定 着

■ 村 学 力 テ ス ト に お け る 目 標 値 達 成 項 目 ７ ０ ％ 以 上

規 範 意 識 の 確 立

■ 学 校 の き ま り が 守 れ て い る 生 徒 の 割 合 １ ０ ０ ％

○
（
授
業

改
善
）

全
校

生
徒
で

毎
日

，
挨

拶
運
動

に
取

り
組
む

○○

家
庭

学
習
時

間
を
確

保
さ

せ
る

○

（
互

見
授

業
・
研
究

授
業

の
活

用
）

○
（
補
充
学

習
）

宿
題
を
指

示
さ
れ
た
日

に
提

出
さ
せ
る

小
中
合

本
「
家
庭

学
習

の
す

す
め
」
を
全
家

庭
に
配

布
し
，
活

用
す
る

●

規 範 意 識 の 確 立

家
庭

○
（
言
葉

遣
い
）

（
学
習

規
律
）

（
毎

月
の
学
習

規
律

強
化

週
間

）

（
毎

月
１
週
間
の
言

葉
遣

い
意
識
週

間
）

○
（
身
な
り
）

（
月

１
回

の
身

な
り
チ
ェ

ッ
ク
）

（
互
見
授

業
・
研

究
授
業

の
活

用
）

「
学
校
に
行

こ
う
」
を
合

言
葉
に
，
曜

日
を
変
え

な
が
ら
毎

月
１
回
授
業

公
開
を
す

る

毎
朝
、
親

子
で
挨

拶
を

す
る

地
域
の
人

と
の
挨

拶
に
つ
い
て
話

し
合
う

○
● ●

家
庭
学

習
に
つ
い

て
声
か
け
を
す

る

地
域

○

学
習
や

読
書
に
集

中
で
き
る
環
境

を
つ

く
る

重
点

目
標

達
成

指
標

重
点

的
取

組
学

校
の

取
組

指
標

達
成

指
標

■ 家 庭 学 習 時 間 の 確 保 に よ る 村 学 力 テ ス ト で の

標 準 達 成 項 目 ７ ０ ％ 以 上

評
価

重
点

的
取

組
取

組
指

標
重

点
的

取
組

１
学

期
目

標
評

価
２
学

期
目

標

１
学

期
２
学

期

学
校

経
営
の

最
重

点
目

標
協

働
４

点
セ

ッ
ト

連
動

連
動

評
価

評
価

３
学

期
目

標
協

働
の

評
価

基
準
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学
校
名

１
学

期
評
価

改
善

点
２
学
期

評
価

改
善

点
３
学
期

評
価

改
善
点

①
全
教
員
が
学
期

に
１
～
２
回
は
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ

表
に
子
ど
も
の
高
ま
り
(変

容
)を

記
録

し
検
証
す
る
と

と
も
に
学
期
に
１
～
２
単
元
は
毎
時
間

課
題
を
記
録

し
自
己
点

検
す
る
。

Ｂ
教
務
主
任
が
毎
月
第
１
週
の
運
営

委
員
会
の
中
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
。

Ｂ
教
務
主
任
や
研
究
主
任
が
職
員

会
議
で
声
か
け
を
す
る
。

Ｂ
継
続
し
て
取
り
組
む

②
４
年

生
以
上

の
児
童

に
よ
る
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
、

全
校

に
よ
る
ふ

り
か
え
り
ア
ン
ケ
ー
ト
を
学
期
末

に
実
施
す

る
。

B
教
務
主
任
が
１
１
月
の
運
営
委
員
会

で
提
起
し
、
学
年
毎
に
実
施
日
を
決

定
す
る
。

Ｂ
教
務
主
任
が
１
月
の
運
営
委
員
会

で
提
起
し
、
学
年
毎
に
実
施
す
る
。

Ａ
継
続
し
て
取
り
組
む

①
全
職
員
が
関
わ
り
ド
リ
ル
タ
イ
ム
を
毎
週

月
曜
日

の
放
課

後
実
施
す

る
。
(2
0
分
間

)
Ｂ

教
務
主
任
が
毎
月
の
運
営
委
員
会

で
全
職
員
割
り
当
て
て
行
う
。
実
施

状
況
を
報
告
す
る
。

Ａ
教
務
主
任
の
提
案
で
全
職
員
が
関

わ
り
計
画
的
に
実
施
す
る
。

Ａ
継
続
し
て
取
り
組
む

②
全
職
員
が
関
わ
り
計
算
タ
イ
ム
を
毎
週

木
曜
日

の
朝
実

施
す
る
。
(8
:1
5
～
8
:3
0
）

Ａ
教
務
主
任
が
毎
月
の
運
営
委
員
会

で
全
職
員
割
り
当
て
て
行
う
。
実
施

状
況
を
報
告
す
る
。

Ａ
教
務
主
任
の
提
案
で
全
職
員
が
関

わ
り
計
画
的
に
実
施
す
る
。

Ａ
継
続
し
て
取
り
組
む

①
全
学
年
が
週
１
枚
以

上
読
売

ワ
ー
ク
を
活
用
す

る
。

（
１
年
生
は
２
学
期
か
ら
実
施

す
る
）

Ｂ
担
当
が
週
初
め
に
ワ
ー
ク
を
準
備
し

て
お
く
。
研
究
主
任
が
毎
月
の
運
営

委
員
会
で
実
施
状
況
を
報
告
す
る
。

Ｃ
研
究
主
任
が
ワ
ー
ク
を
準
備
す
る
。

研
究
部
会
で
解
答
を
作
成
す
る
。

Ａ
継
続
し
て
取
り
組
む

②
全
学
年
が
年
間

8
0
冊
以
上

(3
5
・
3
5
・
1
0
)の

読
書

に
取
組
む
。

Ｂ
全
担
任
が
毎
月
貸
し
出
し
カ
ー
ド
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
子
ど
も
自
身
が
主
体
的

に
借
り
る
よ
う
に
指
導
す
る
。

Ｂ
担
任
が
毎
月
貸
し
出
し
カ
ー
ド
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
子
ど
も
に
知
ら
せ
る
。

Ａ
目
標
冊
数
を
上
げ
る

①
全
学
年
で
毎
週

水
曜
日

(8
:1
5
～

8
:3
0
)と

月
・
火
・

木
・
金
の
中
休
み

5
分
間

体
力
づ

く
り
に
取
組
む
。

Ａ
体
育
主
任
の
計
画
の
も
と
、
全
職
員

が
関
わ
り
継
続
し
て
取
組
む
。

Ａ
体
育
主
任
の
提
案
で
全
職
員
が
関

わ
り
継
続
し
て
取
組
む
。

Ａ
継
続
し
て
取
り
組
む

②
体
育
専
科

教
員
と
担
任
が
全
学
年

で
毎

時
間
体

育
授
業

の
導
入

と
し
て
基
礎
体

力
づ
く
り
に
取
組

む
。

Ａ
体
育
主
任
の
計
画
の
も
と
、
担
任
・

関
係
職
員
が
関
わ
り
継
続
し
て
取
組

む
。

Ａ
体
育
主
任
・担

任
・
関
係
職
員
が
関

わ
り
継
続
し
て
取
組
む
。

Ａ
継
続
し
て
取
り
組
む

①
全
家
庭
が
学
期

２
回

以
上
、
授
業
参

観
等
へ

参
加

す
る
。

Ｂ
総
務
企
画
部
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
会
・
総
会
等
で
呼
び
か
け

る
。

Ａ

・Ｐ
Ｔ
Ａ
よ
り
継
続
し
て
呼
び
か
け

る
。

・管
理
職
が
授
業
参
観
の
出
席
率

を

Ａ
継
続
し
て
取
り
組
む

①
全
家
庭
が
学
期

１
回

の
家

庭
学
習
強

化
週
間

中
、

実
施

率
1
0
0
%
に
す
る
。

Ｂ
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
部
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
会
・
総
会
等
で
呼
び
か
け

る
。

Ｂ

・Ｐ
Ｔ
Ａ
よ
り
継
続
し
て
呼
び
か
け

る
。

・保
護
者
・
児
童
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果

Ｂ
継
続
し
て
取
り
組
む

①
全
家
庭
が
年
１
回
以

上
「
図
書
館
開

放
読
む

デ
ー
」

(Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修

部
主
催

月
１
回
実
施
)に

参
加

す
る
。
。

Ｃ
昨
年
度
よ
り
参
加
者
が
増
え
た
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
研
修
部
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役

員
会
・
総
会
等
で
呼
び
か
け
る
。

Ｃ

・Ｐ
Ｔ
Ａ
よ
り
継
続
し
て
呼
び
か
け

る
。

・管
理
職
が
参
加
の
様
子
や
参
加

者
数
を
学
校
だ
よ
り
で
知
ら
せ
る
。

Ａ
継
続
し
て
取
り
組
む

①
全
家
庭
が
計
画

し
て
親

子
健
康

づ
く
り
に
取
組
む

。
Ｃ

Ｐ
Ｔ
Ａ
保
体
部
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
会
・
総
会
等
で
呼
び
か
け

る
。

Ｂ
保
体
部
が
部
報
で
簡
単
な
体
力
づ

く
り
を
紹
介
し
、
呼
び
か
け
る
。

Ｂ
役
員
会
で
検
討
す
る

①
地
域
の
先
生
(Ｇ

Ｔ
)と
し
て
全

学
年
に
１
・
２
学
期
に

１
回
以
上

授
業
支
援

に
入

る
。

Ｃ
全
担
任
が
関
係
機
関
や
地
域
の
方

に
直
接
依
頼
し
計
画
的
に
行
な
っ

て
い
く
。
Ｇ
Ｔ
を
教
頭
へ
知
ら
せ
る
。

Ａ
担
任
が
計
画
的
に
進
め
る
。
Ｇ
Ｔ
を

教
頭
へ
知
ら
せ
る
。

継
続
し
て
取
り
組
む

②
読
み
聞
か
せ
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
週
１
回
毎

週
金
曜

日
の
朝
、
読

み
聞
か
せ
を
行
う
。

Ａ
教
頭
が
毎
月
計
画
表
を
渡
し
、
連
携

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ａ
読
み
聞
か
せ
前
に
校
長
室
で
情
報

交
換
を
す
る
。

Ａ
学
校
だ
よ
り
当
で
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
す
る

③
学
び
の
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
年
間

4
0
回
(水

3
0

・
土
1
0
)学

び
の
教
室
を
実

施
す
る
。

Ａ
教
頭
が
毎
月
計
画
表
を
渡
し
、
連
携

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。
月
１
回

以
上
事
後
に
連
絡
会
を
持
つ
。

Ａ
学
期
初
め
、
学
期
終
わ
り
に
担
任
と

の
連
絡
会
を
持
つ
。

Ａ
継
続
し
て
取
り
組
む

①
夏
休
み
中

に
各

地
区
児

童
会
で
行
う
ラ
ジ
オ
体
操

に
1
０
日

以
上
参
加

す
る
。

Ａ
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
区
長
や
老
人
ク
ラ
ブ

会
長
と
連
絡
を
取
り
場
所
や
期
間
を

決
め
実
施
し
て
い
く
。

「長
期
休
業
中
に
体
力
づ
く
り
を
す

る
」と

取
組
指
標
を
改
め
る
。

継
続
し
て
取
り
組
む

す す ん で 学 ぶ 子 の 育 成 （ 学 力 ・ 体 力 の 向 上 ）

①
単
元

毎
の
習

熟
度
を
把
握
し
、

全
学
年
に
お
い
て
達
成
率
７
0

%
以

上
に
す

る
。

【
昨
年
度

】
・
国
語

1
・
6
年

達
成

・
算
数

1
年

達
成

【
本
年
度

】
・
国
語

1
・
2
・
4
年

達
成

・
算
数

1
・
2
年

達
成

・
理
科

な
し

③
読

売
ワ
ー

ク
の
活

用
と
多

読
の

取
組
を
行

う
。

②
「
家
庭
学

習
の
手
引
き
」
を
活
用

し
、
家
庭
学
習

の
徹

底
を
図
る
。

③
親

子
読
書
を
行
う
。

Ｃ Ｃ

②
各
種

学
力
調
査

に
お

い
て
全

学
年
偏

差
値
5
0
を
超
え
る
。

【
昨

年
度
】

・
全

国
調
査

(6
年

生
)

達
成

・
県

調
査
(5
年
生

)
未
達
成

・
市

調
査
(全

学
年
)

1
・
5
・
6
年

達
成

【
本
年
度

】
・
全

国
調
査
(6
年
生

)
未
達
成

・
県
調
査

(5
年

生
)

未
達

成
・
市

調
査
(全

学
年
)

1
年

国
達
成

2
年

国
・
算

達
成

4
年

算
・
理

達
成

Ａ Ａ

夢
に
向

か
っ
て

自
ら
学

び
心
豊

か
で

た
く
ま
し
く
生
き
る
児

童
の
育

成
ー

に
こ
に
こ

ぐ
ん
ぐ
ん

何
か
で
キ
ラ
リ

ひ
と
み

輝
く
「
富

来
っ
子

」
ー

校
内
研
究
部
会
（

研
究
主

任
・体

育
主
任

・
学

年
部

代
表

）

校 内 研 究 部 会 ・ Ｐ Ｔ Ａ 専 門 部 ・ 目 標 協 働 達 成 チ ー ム 会 議 地 域 部

※
評

価
規

準
：
Ａ
（
１
０
０
％

）
、
Ｂ
（
８
０
以

上
１
０
０
％

未
満

）
、
Ｃ
（
５
０
以

上
８
０
％

未
満

）
、
Ｄ
（
５
０
％

未
満

）

④
学

校
全
体
で
体
力

づ
く
り
に

取
組

む
。

家 庭

①
学

校
の
教

育
目
標

等
の
共
通

理
解

を
図
る
。

所
属

重
点
的

取
組

学 校

担
当

学
期
毎
の
取

組
評
価

と
改

善
点

④
親

子
体
力
づ

く
り
に
取
組
む

。

地 域

平
成
２
７
年

度
学
校

経
営
の

最
重
点

平
成
２
８
年
２
月
２
３
日

国
東

市
立

富
来
小

学
校

【
学
校
の
教
育
目
標
】

重
点
目

標
達

成
指
標

③
運
動

や
外
遊
び

が
好

き
と
答

え
る
児

童
の
割
合
を
7
5
％
以

上
に
す
る
。

【
昨
年
度

】
・
運

動
や
外
遊

び
が
好
き

7
3
% 【
本
年
度

】
・
運

動
や
外
遊

び
が
好
き

7
5
%

④
体
力

運
動
能
力

調
査
に
お
い

て
全
国
平

均
以
上
の
項
目

を
全
体
の
6
0
％
以

上
に
す
る
。

【
昨

年
度
】

・
9
6
項
目

中
5
1
項
目

達
成

5
4
%

【
本

年
度
】

・
9
6
項
目

中
5
1
項
目

達
成

6
8
%

①
積

極
的
に
学
校
支

援
を
行
う
。

②
ふ

れ
あ
い
体
力
づ

く
り
に
取
組
む
。

年
間

達
成

評
価

取
組

指
標

①
全

て
の
学
級

で
１
時

間
完
結
型

授
業

を
徹
底
す

る
。

（
授

業
改
善
５
点
セ
ッ
ト
の
検
証
）

②
個

に
応
じ
た
指
導

時
間
の
確
保

と
充

実
を
図
る
。
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平
成

２
７

年
度

学
校

経
営

の
最

重
点

【
学

校
の

教
育

目
標

】
自

ら
考

え
学

び
心

豊
か

で
た

く
ま

し
い

竹
っ

子
の

育
成

国
東

市
立

竹
田

津
小

学
校

＜
重

点
目

標
＞

＜
勉

強
に

頑
張

る
子

＞
＜

友
だ

ち
と

仲
良

く
す

る
子

＞
＜

運
動

や
外

遊
び

が
好

き
な

子
＞

取
組

指
標

学
期

末
評

価
と

改
善

点
重

点
目

標
達

成
指

標
重

点
的

取
組

＊
１

達
成

度
５

０
％

未
満

２
達

成
度

５
０

～
８

０
％

３
達

成
度

８
０

％
以

上
４

達
成

度
１

０
０

％
＊

～
学

校
学

期
家

庭
学

期
地

域
学

期
担

１
改

善
点

２
改

善
点

３
改

善
点

最
重

点
評

価
評

価
評

価
当

学
学

学
1

2
3

1
2

3
1

2
3

期
期

期
■

毎
学

期
、

国
①

考
え

た
こ

と
を

○
管

理
職

に
よ

る
授

業
参

観
を

毎
日

行
う

3
3

3
○

学
校

公
開

日
や

Ｐ
Ｔ

Ａ
授

業
3

3
3

○
５

回
（

５
、

６
、

１
０

、
3

3
3

・
算

・
理

の
全

相
互

に
「

か
か

わ
○

全
担

任
、

公
開

授
業

を
年

一
回

実
施

し
3

3
3

参
観

の
際

に
、

で
き

る
限

り
一

１
１

、
２

月
）

行
う

学
校

公
取

達
成

指
標

が
三

取
授

業
改

善
５

点
取

自
己

評
価

が
＊

単
元

テ
ス

ト
正

ら
せ

る
」

交
流

と
事

後
研

ま
で

行
う

口
コ

メ
ン

ト
や

感
想

を
書

い
て

開
日

に
、

毎
回

３
３

名
以

上
指

教
科

と
も

達
成

指
セ

ッ
ト

に
沿

っ
指

有
効

な
の

で
答

率
７

５
％

以
ま

と
め

の
学

習
過

○
毎

学
期

末
に

「
子

ど
も

に
よ

る
授

業
評

4
4

4
提

出
す

る
授

業
参

観
を

行
う

率
８

０
％

未
満

た
チ

ェ
ッ

ク
シ

今
後

も
、

授
上

達
成

し
た

達
程

を
重

視
し

た
授

価
」

を
実

施
す

る
○

で
き

る
だ

け
、

指
導

や
子

3
3

3
３

で
あ

る
こ

と
か

３
ー

ト
を

も
と

３
業

改
善

５
点

勉
成

割
合

が
全

体
業

を
徹

底
す

る
ど

も
の

様
子

に
つ

い
て

ア
ン

ら
、

２
学

期
は

に
、

各
自

で
１

セ
ッ

ト
の

チ
強

の
８

０
％

ケ
ー

ト
に

答
え

、
提

出
す

る
つ

ま
ず

き
の

あ
カ

月
に

一
度

毎
ェ

ッ
ク

項
目

に
②

朝
ド

リ
ル

の
充

○
朝

の
帯

時
間

２
０

分
間

ド
リ

ル
を

実
施

4
3

4
○

毎
週

火
・

水
の

朝
ド

リ
ル

に
3

3
3

○
毎

週
火

・
水

の
朝

ド
リ

ル
3

3
3

教
／

る
児

童
を

対
象

／
月

末
自

己
評

価
／

を
、

各
自

で
頑

実
と

個
別

指
導

の
す

る
（

月
水

国
語

、
火

算
数

）
学

習
サ

ポ
ー

タ
ー

と
し

て
参

加
に

学
習

サ
ポ

ー
タ

ー
と

し
て

務
に

、
火

木
の

放
を

行
う

毎
月

末
自

己
張

■
市

学
力

テ
ス

徹
底

を
す

る
○

個
々

の
学

習
カ

ル
テ

（
国

語
）

を
作

成
3

3
3

協
力

す
る

参
加

協
力

す
る

課
後

、
担

任
だ

評
価

を
行

う
る

ト
国

・
算

・
理

し
個

別
指

導
に

活
用

す
る

・
１

け
で

は
な

く
、

１
教

務
主

任
が

朝
１

子
の

正
答

率
１

割
○

全
学

年
、

火
・

木
の

放
課

後
個

別
指

導
2

3
3

研
全

職
員

で
国

語
ド

リ
ル

と
放

課
研

究
主

任
が

向
上

を
達

成
し

を
行

う
究

・
算

数
を

中
心

後
個

別
指

導
の

と
り

ま
と

め
、

た
達

成
割

合
が

③
家

庭
の

学
習

時
○

毎
月

、
第

１
週

の
期

間
に

家
庭

学
習

時
3

3
3

○
毎

週
月

曜
日

、
ノ

ー
テ

レ
ビ

3
3

3
達

に
そ

の
対

応
に

達
実

施
状

況
を

確
達

運
営

委
員

会
全

体
の

５
０

％
間

を
向

上
す

る
間

が
確

保
さ

れ
て

い
る

か
、

生
活

見
直

し
ノ

ー
ゲ

ー
ム

に
取

り
組

む
指

あ
た

っ
て

い
く

指
認

し
、

毎
月

第
指

で
翌

月
に

取
カ

ー
ド

を
チ

ェ
ッ

ク
し

、
指

導
に

生
か

す
三

週
の

運
営

委
り

組
む

指
標

員
会

で
報

告
改

を
重

点
化

し
善

を
し

て
い

く
て

い
く

■
毎

学
期

、
児

①
毎

学
期

１
回

、
○

各
学

期
１

回
（

５
月

、
９

月
、

１
月

）
4

4
4

○
１

週
間

に
１

回
、

我
が

子
の

3
3

3
童

ア
ン

ケ
ー

ト
全

校
人

権
集

会
を

児
童

会
を

中
心

に
し

て
人

権
感

覚
を

磨
く

言
動

の
良

さ
を

認
め

る
声

か
け

取
達

成
指

標
の

児
取

い
じ

め
ア

ン
ケ

取
今

後
も

い
じ

で
「

い
じ

め
」

実
施

す
る

取
組

を
提

起
し

、
各

学
級

で
目

当
て

化
し

、
を

行
う

指
童

ア
ン

ケ
ー

ト
指

ー
ト

を
２

か
月

指
め

ア
ン

ケ
ー

友
発

生
件

数
０

反
省

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
で

２
件

い
じ

め
に

一
度

の
割

合
ト

を
２

か
月

だ
４

が
発

生
し

て
い

４
で

実
施

、
そ

の
４

に
一

度
の

割
ち

る
の

で
、

２
学

結
果

を
生

活
指

合
で

実
施

、
と

②
定

期
的

に
全

校
○

毎
月

、
第

三
火

曜
日

、
全

校
遊

び
集

会
3

3
3

生
期

は
児

童
ア

ン
導

主
任

が
と

り
そ

の
結

果
を

仲
■

毎
学

期
、

保
遊

び
集

会
に

取
り

を
実

施
す

る
活

／
ケ

ー
ト

の
い

じ
／

ま
と

め
改

善
策

／
生

活
指

導
主

良
護

者
ア

ン
ケ

ー
組

む
○

そ
の

際
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
か

ら
希

望
4

4
4

指
め

が
０

件
に

な
を

運
営

委
員

会
任

が
と

り
ま

く
ト

で
「

い
じ

め
」

数
の

多
い

遊
び

遊
内

容
を

取
り

入
れ

、
実

導
３

る
よ

う
に

、
竹

２
で

協
議

し
て

い
３

と
め

改
善

策
す

発
生

件
数

０
施

し
て

い
く

小
憲

法
を

も
と

く
を

運
営

委
員

る
に

、
い

じ
め

ゼ
会

で
協

議
し

子
③

児
童

会
と

タ
イ

○
あ

い
さ

つ
カ

レ
ン

ダ
ー

を
作

成
し

、
3

3
3

○
毎

日
、

家
族

全
員

で
あ

い
さ

3
3

3
達

ロ
の

取
組

を
全

達
各

ク
ラ

ス
で

あ
達

て
い

く
ア

ッ
プ

し
て

挨
拶

「
あ

い
さ

つ
名

人
」

を
奨

励
す

る
働

き
か

つ
（

お
は

よ
う

、
お

や
す

み
等

）
指

校
人

権
集

会
で

指
い

さ
つ

名
人

の
指

運
動

に
取

り
組

む
け

を
、

帰
り

の
会

で
全

学
年

毎
日

行
う

を
交

わ
す

提
起

し
て

い
く

合
い

言
葉

を
帰

○
各

縦
割

り
班

が
順

番
に

、
毎

週
金

曜
日

4
4

4
り

の
会

で
毎

日
の

ふ
れ

あ
い

集
会

時
に

挨
拶

運
動

を
行

う
復

唱
し

、
奨

励
し

て
い

く
■

毎
学

期
、

児
①

全
校

で
昼

休
み

○
毎

週
月

・
金

の
昼

休
み

１
３

：
３

０
～

4
4

4
○

毎
週

１
回

、
休

み
の

日
を

中
2

2
3

童
ア

ン
ケ

ー
ト

に
運

動
に

取
り

組
４

０
の

間
ラ

ン
ニ

ン
グ

（
５

周
）
、

水
の

心
に

親
子

で
縄

跳
び

や
ラ

ン
ニ

取
達

成
指

標
は

、
取

各
家

庭
で

、
家

取
今

後
も

、
各

で
「

晴
れ

た
日

む
（

一
校

一
実

践
）

昼
休

み
１

３
：

３
０

～
４

０
の

間
縄

跳
ン

グ
、

ジ
ョ

ギ
ン

グ
な

ど
を

行
指

８
３

％
の

児
童

指
縄

等
に

取
り

組
指

家
庭

で
、

家
は

外
で

遊
ん

で
び

を
年

間
を

通
じ

て
行

う
う

が
肯

定
的

割
合

む
必

要
性

を
各

縄
等

に
取

り
運

い
る

」
と

回
答

を
示

し
て

い
ク

ラ
ス

で
啓

発
組

む
必

要
性

動
し

た
割

合
が

７
②

体
育

の
授

業
改

○
毎

時
間

、
全

学
年

縄
跳

び
や

ラ
ン

ニ
3

3
3

４
る

。
４

し
、

チ
ャ

レ
ン

４
を

各
ク

ラ
ス

や
５

％
善

に
取

り
組

む
ン

グ
、

サ
ー

キ
ッ

ト
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
に

体
た

だ
、

運
動

の
ジ

取
り

組
み

カ
で

啓
発

し
、

外
取

り
組

む
4

4
4

育
日

常
化

と
い

う
ー

ド
を

毎
月

末
チ

ャ
レ

ン
ジ

遊
○

毎
月

１
回

、
Ｇ

Ｔ
に

よ
る

３
Ｂ

体
操

を
／

点
で

は
、

家
庭

／
チ

ェ
ッ

ク
し

て
／

取
り

組
み

カ
び

■
年

度
内

実
施

全
学

年
で

実
施

す
る

・
で

の
家

縄
等

の
い

く
ー

ド
を

毎
月

が
の

２
回

目
の

校
③

運
動

の
基

礎
と

○
毎

月
、

第
１

週
の

期
間

に
早

寝
早

起
き

4
3

3
○

第
１

週
の

期
間

、
「

早
寝

・
3

3
3

保
取

組
が

弱
い

の
末

チ
ェ

ッ
ク

好
内

体
力

テ
ス

ト
な

る
「

早
寝

早
起

が
守

れ
て

い
る

か
生

活
見

直
し

カ
ー

ド
を

早
起

き
、

朝
ご

飯
」

運
動

を
意

健
４

で
、

保
護

者
へ

４
生

活
指

導
主

任
４

し
て

い
く

き
で

、
県

平
均

を
き

朝
ご

飯
」

運
動

チ
ェ

ッ
ク

し
、

指
導

に
生

か
す

識
し

、
そ

の
手

本
を

示
す

の
啓

発
や

健
康

が
、

早
寝

早
起

な
上

回
る

項
目

を
に

取
り

組
む

○
毎

学
期

１
回

（
６

月
、

１
０

月
１

月
）

4
4

4
チ

ャ
レ

ン
ジ

カ
き

の
結

果
を

毎
子

プ
ラ

ス
１

達
成

食
育

集
会

を
行

う
達

ー
ド

の
有

効
活

達
月

末
の

ふ
れ

あ
達

し
た

達
成

割
合

○
そ

の
都

度
、

朝
ご

飯
や

好
き

嫌
い

の
ア

4
3

3
指

用
を

図
っ

て
い

指
い

集
会

で
知

ら
指

が
全

体
の

５
０

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
行

い
、

指
導

に
生

か
し

く
せ

、
そ

の
意

識
％

て
い

く
化

の
た

め
の

指
導

を
行

う
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平
成
２
７
年

度
藤

原
小
学

校
「
目
標

協
働
４
点

セ
ッ
ト
」

重
点
目
標

達
成
指
標

重
点
的
取
組

取
組
指
標

・
子
ど
も
と
保
護

者
で
、
具
体

的
に
何

に
取
り
組

む
の

か
を

決
め
て
、
長
期

休
み

の
期

間
取

り
組
む
。

・
各
家

庭
の

取
り
組

ん
だ
様

子
に
つ
い
て
P
T
A
懇

談
会

で
話

題

に
し
た
り
広
報

し
た
り
す
る
。
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
生

活
部

が
推
進

）

・
Ｆ
Ｏ
Ｒ

Ｙ
Ｏ
Ｕ
活

動
の
意

義
や
取

組
内
容

の
紹

介
を
児

童
集
会

で
年

間
４
回
行

う
。
・
年
間

１
回

の
掃

除
集

会
、
年

間
5
回

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
黙

働
掃

除
週
間

と
年

間
3
回
の

掃
除
名

人
表
彰

・
年

間
１
回

の
一
人

一
鉢
花

育
て
（
児

童
会

、
清
掃

担
当

、
人

権
）

・
学
校

で
育
て
た
鉢

花
を
、
児

童
と
と
も
に
一

人
暮
ら
し
の
高

齢
者
宅

に
行

き
、
年

間
一

回
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。
・
老
人

会
、
地
区

公
民
館

運
営
審

議
会

、
区
長

会
、
子

ど
も
会

、
教

職
員

、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
児
童

と
の
協

働
で
学

校
の

松
の
剪

定
を
年
間

1
回

行
う
。
（
運

営
協
議

会
環
境

部
及
び
安
全

部
）

・
家

庭
内

の
Ｆ
Ｏ
Ｒ

Ｙ
Ｏ
Ｕ
活
動

【
学
校
教
育
目
標
】

地
域

と
と
も
に
『
学

び
合

い
』
『
高

め
合
う
』
藤

原
っ
子
の

育
成

学
校

家
庭

地
域

「
思
考

力
」
「
判

断
力
」

「
表
現

力
」
の
向

上

「
体
験
学
習
や
『学

び
合
い
』
を
通
じ

て
、
自
分
の
考
え

を
深
め
た
り
広
げ

た
り
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
る
と
思
う

か
」
の
質
問
に
8
割

以
上
が
肯
定
的
に

答
え
る
。

・
人

材
バ

ン
ク
を
作

り
、
招
聘

授
業

や
体

験
的

学
習

を
実
施

・
人
材

バ
ン
ク
を
作
り
学

校
へ

の
招

聘
授

業
や

体
験

的
学

習
を

行
う
。
（
各
学

年
ご
と
に
5
回
以

上
実

施
出

来
る
よ
う
協

力
す

る
。
）
（
運

営
協

議
会

学
習

部
）

・
ノ
ー
ス
ク
リ
ー
ン
デ
ー
活

動
の

実
施

・
学

校
研

究
、
学

級
経

営
、
教
師

の
『
学

び
合
い
』
の
充

実
・
「
体
験

的
な
学
習

」
及

び
「
『
学

び
合

い
』
学

習
」
の
充

実

・
自
主

公
開

研
年

間
1
回
開

催
・
互

見
授

業
（
指
導

案
作

り
含

む
）
の
年

間
4
回
以

上
の

実
施

・
外

部
人

材
招

聘
や

体
験

学
習

を
年

間
5
回
以

上
実

施
・
全
て
の
教

科
で
『
学
び
合
い
』
を
実

施
（
研
究

部
）

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
研

修
部

の
取

組
と
し
て
、
前
期

に
1
回

後
期

に
1
回
「
ノ
ー

ス
ク
リ
ー
ン
デ
ー
活
動

」
を
実
施

し
、
そ
の
取

組
内

容
に
つ
い
て

学
級
懇

談
の

時
間

に
話
題

に
し
た
り
、
広

報
誌

に
掲
載

し
た
り

す
る
。
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
研

修
部

）

地
域

・
児

童
と
連

携
し
た
花

の
配

布
・
学

校
の

松
の

剪
定

家
庭

「
人
の
た
め
に
働

い
て
喜
ん
で
く
れ

る
こ
と
は
う
れ
し
い

と
思
う
か
」の

質
問

に
8
割
以
上
が
肯

定
的
に
答
え
る
。

豊
か
な

心
の
育

成

学
校

・
Ｆ
Ｏ
Ｒ

Ｙ
Ｏ
Ｕ
活
動

の
推

進
・
黙

働
掃

除
の

徹
底

と
深
化

・
一

人
一

鉢
運

動
の

推
進

-7-



別
府
市
立

上
人
小

学
校

学
校

運
営

協
議
会

※
家

庭
で
の

重
点
的

取
組

、
取
組

指
評

は
「
重

点
目

標
」
に

対
し
て

の
取

組
と
と

ら
え

作
成
し

ま
す
。

（
学

校
の
重

点
的

取
組
・

指
標
と

は
直

接
関
連

し
ま

せ
ん
。

）

項
目

重
点

目
標

重
点

目
標
の

達
成

指
標

重
点
的
取

組
家
庭
で

の
取

組
指
標

取
組

指
標
の

達
成

指
標

改
善

策
・

保
護

者
に

よ
る

持
ち

物
、

宿
題

チ
ェ

ッ
ク

を
行

う
。

・
家

庭
学

習
の

し
お

り
に

よ
る

家
庭

学
習

の
チ

ェ
ッ

ク
を

行
う

。

・
保

護
者

に
よ

る
持

ち
物

、
宿

題
チ

ェ
ッ

ク
を

毎
日

実
施

す
る

。

・
家

庭
学

習
の

し
お

り
に

よ
る

家
庭

学
習

の
チ

ェ
ッ

ク
を

毎
日

実
施

す
る

。

・
保
護

者
の

自
己
評

価
を

行
い

6
0
％
以

上
が

実
施
で

き
た

と
答
え

る
。

・
学

力
向
上

に
向

け
、
子

ど
も
の

実
態

に
応
じ

て
学

年
毎
の

目
標
や

内
容

を
決
め

、
取

り
組
む

。

・
夏

休
み

ｽ
ﾃ
ｯ
ﾌ
ﾟ
ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟ
講

座
へ

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

参
加

す
る

。
・

ｽ
ﾃ
ｯ
ﾌ
ﾟ
ｱ
ｯ
ﾌ
講

座
へ

の
支

援
に

つ
い

て
家

庭
で

の
検

討
を

行
う

。

・
ス
テ

ッ
プ

ア
ッ
プ

に
は

1
0
名
以

上
が
参

加
す

る
。

・
そ
の

他
の

学
習
支

援
に

は
な
る

べ
く
参

加
す

る
。

・
学

年
懇
談

や
通

信
な
ど

で
の
周

知
活

動
を
盛

ん
に

し
、
協

力
を
呼

び
掛

け
る
。

※
自
己

評
価

・
挨

拶
運

動
・

登
校

指
導

へ
の

参
加

を
行

う
。

・
家

庭
内

の
挨

拶
を

励
行

す
る

。

・
月

１
回

は
挨

拶
運

動
・

登
校

指
導

に
参

加
す

る
。

・
日

常
的

に
家

庭
内

の
挨

拶
を

励
行

す
る

。

・
5
0
％

以
上

の
保
護

者
の

運
動
参

加
を
目

指
す

。
・
家
庭

で
の

あ
い
さ

つ
励

行
が

8
0
％
以

上
の

肯
定
的

回
答

を
得

る
。

・
学

年
懇
談

や
通

信
な
ど

で
の
周

知
活

動
を
盛

ん
に

し
、
協

力
を
呼

び
掛

け
る
。

・
６

年
生

に
命

の
重

さ
授

業
を

実
施

す
る

。
・

２
学

期
に

命
の

重
さ

授
業

を
実

施
す

る
。

・
行
事

を
円

滑
に
実

施
さ

せ
る
。

・
北

部
３
校

（
北

部
中
・

亀
川

小
）

で
連
携

し
、

Ｐ
Ｔ
Ａ

と
し
て

の
取

り
組
み

を
充

実
さ
せ

る
。

※
自
己

評
価

・
年

度
初

め
に

机
、

椅
子

の
高

さ
調

節
を

行
い

学
習

環
境

を
整

え
る

。
・

長
期

休
み

中
に

学
校

の
環

境
整

備
を

行
う

・
常

時
学

習
環

境
に

つ
い

て
注

意
を

払
い

、
学

校
と

協
力

す
る

。
・
各
活

動
へ

の
参
加

者
を

5
0
％
以

上
に
す

る
。

・
各

学
年
で

の
呼

び
か
け

を
盛
ん

に
し

、
通
信

等
で

の
広
報

に
努
め

る
。

・
家
庭

で
体
力

向
上
に

向
け

た
取

り
組
み

を
積
極

的
に
行

う
。

・
家

庭
で

体
力
向

上
に

向
け
た

取
り
組

み
を

常
時
心

掛
け

る
。

・
体
力

向
上

の
取
り

組
め

た
家
庭

が
5
0
％

以
上

を
達
成

す
る

。

・
学

年
懇
談

や
通

信
な
ど

で
の
周

知
活

動
を
盛

ん
に

し
、
参

考
事
例

な
ど

の
紹
介

を
積

極
的
に

行
う
。

※
自
己

評
価

学
校

運
営
協

議
会

（
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
・

ス
ク
ー

ル
推

進
委
員

会
）
か

ら

・
ま
だ
ま
だ
学

校
の

活
動

や
呼

び
か

け
に
対

し
て
の

反
応

が
広

が
る
必

要
が

あ
る
。

そ
の

た
め
に
は

、
Ｃ
Ｓ
関

連
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
の

広
報

活
動

を
効

果
的

に
、
盛

ん
に
す
る
必

要
が

あ
る
。

平
成
2
7年

度
学
校
運

営
協
議
会

取
組
【

家
庭
用
シ
ー
ト

】

平
成

2
8
年
2
月
2
9
日

学 ぶ 力 の 向 上

（
聴
く

指
導
）

１
児

童
の
聴
き
方

ア
ン
ケ
ー
ト

「
聴
き
方
名

人
に
な

ろ
う
」
に
お

い
て
、
「
話

の
内
容
を
理

解
し
よ

う
と
し
て
い

る
。
」
と
答

え
た
児
童
の

割
合
を

８
０
％
以
上

に
す
る
。

（
朝
の

ド
リ
ル
タ
イ

ム
の
充
実
）

２
児

童
の
音
読
ア

ン
ケ
ー
ト

「
音
読

名
人
に
な
ろ

う
」
に
お
い

て
、
「
気
持

ち
を
こ

め
て
読
ん
で

い
る
」

と
答
え
た
児

童
の
割
合

を
８
０

％
以
上
に
す

る
。

人 を 慈 し む 子 の 育

成

（
挨
拶

活
動
）

１
教

職
員
ア
ン
ケ

ー
ト
で
「
自

分
か
ら
挨
拶

を
す
る

子
が
育
っ
た

と
思
い
ま
す

か
」
の
問
い

の
肯
定

的
な
回
答
1
0
0
％
を
達
成
す

る
。

（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活

動
）

２
児

童
の
生
活
ア

ン
ケ
ー
ト
で

「
ほ
か
の
人

に
や
さ

し
く
で
き
た

か
」
の
回
答

で
肯
定
的
な

回
答
が

８
５
％
以
上

に
な
る
。

意 欲 的 に 活 動 す る

子 の 育 成

（
清
掃

活
動
）

１
児

童
の
生
活
ア

ン
ケ
ー
ト
で

「
し
ー
ん
と

そ
う
じ

」
（
無
言
清

掃
）
が
で
き

た
と
回
答
す

る
児
童

の
割
合
を
8
5
％
以
上
に
す

る
。

(
体
力

づ
く
り
)

２
児

童
の
生
活
ア

ン
ケ
ー
ト
で

「
体
力
づ
く

り
の
た

め
に
何
か
を

が
ん
ば
り
つ

づ
け
ま
し
た

か
」
の

回
答
で
肯
定

的
な
回
答
が

８
０
％
以
上

に
な
る

。
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別
府
市
立

上
人
小

学
校

学
校

運
営

協
議
会

※
家

庭
で
の

重
点
的

取
組

、
取
組

指
評

は
「
重

点
目

標
」
に

対
し
て

の
取

組
と
と

ら
え

作
成
し

ま
す
。

（
学

校
の
重

点
的

取
組
・

指
標
と

は
直

接
関
連

し
ま

せ
ん
。

）

項
目

重
点

目
標

重
点

目
標
の

達
成

指
標

重
点
的
取

組
地
域
で

の
取

組
指
標

取
組

指
標
の

達
成

指
標

改
善

策
・

地
域

の
大

学
に

よ
る

学
習

支
援

を
継

続
す

る
。

・
公

民
館

に
よ

る
「

ふ
く

ろ
う

学
級

」
を

実
施

す
る

。

・
毎

週
火
曜
日
６

限
の
地
域
の
大

学
に
よ
る
学

習
支

援
を
継
続
す

る
。

・
公

民
館
に
よ
る

４
年
生
対
象
の

水
曜
日
学
習

支
援

「
ふ
く
ろ
う

学
級
」
を
実
施

す
る
。

・
大
学

生
に

よ
る
学

習
支

援
は
、

月
４
回

以
上

の
実
施

を
め

ざ
す
。

・
「
ふ

く
ろ

う
学
級

」
へ

の
参
加

４
年
生

を
ふ

や
し
て

く
。

・
大

学
生
だ

け
で

な
く
、

地
域
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

の
方

々
の
学

習
支
援

を
呼

び
掛
け

る
。

・
夏

休
み

ｽ
ﾃ
ｯ
ﾌ
ﾟ
ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟ
講

座
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

参
加

す
る

。
・

水
曜

日
の

学
習

支
援

に
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
参

加
す

る
。

・
夏

休
み

ｽ
ﾃ
ｯ
ﾌ
ﾟ
ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟ
講

座
等

に
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
参

加
す

る
。

・
水

曜
日

1
5
:
0
0
～

の
学

習
支

援
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

参
加

を
心

掛
け

る
。

・
ス
テ

ッ
プ

ア
ッ
プ

に
は

1
0
名
以

上
が
参

加
す

る
。

・
水
曜

日
の

学
習
支

援
に

な
る
べ

く
多
く

参
加

す
る
。

・
地

域
へ
の

周
知

活
動
を

盛
ん
に

し
、

協
力
を

呼
び

掛
け
る

。

※
自
己

評
価

・
自

治
会

・
民

生
委

員
に

よ
る

挨
拶

運
動

・
登

校
指

導
を

実
施

す
る

。

・
日

常
の

挨
拶

の
徹

底
を

心
掛

け
る

。

・
毎

月
複

数
回

、
自

治
会

・
民

生
委

員
に

よ
る

挨
拶

運
動

・
登

校
指

導
を

実
施

す
る

。

・
日

常
の

挨
拶

の
徹

底
を

心
掛

け
る

。

・
毎
月

２
回

以
上
自

治
会

、
民
生

委
員
会

に
よ

る
確
実

な
実

施
を
図

る
。

・
学

校
通
信

等
に

よ
る
学

校
の
周

知
活

動
、
自

治
会

・
民
生

委
員
会

な
ど

で
の
周

知
活

動
を
盛

ん
に

し
、

協
力
を

呼
び

掛
け
る

。

・
地

域
の

人
か

ら
児

童
へ

の
日

常
的

な
声

か
け

を
積

極
的

に
行

う
。

・
登

下
校

時
や

そ
の

他
の

時
間

に
地

域
の

人
か

ら
児

童
へ

の
日

常
的

な
声

か
け

を
積

極
的

に
行

う
。

・
自
治

会
、

民
生
委

員
会

に
よ
る

確
実
な

実
施

を
図
る

。

・
学

校
通
信

等
に

よ
る
学

校
の
周

知
活

動
、
自

治
会

・
民
生

委
員
会

な
ど

で
の
周

知
活

動
を
盛

ん
に

し
、

協
力
を

呼
び

掛
け
る

。

※
自
己

評
価

・
地

域
清

掃
活

動
、

お
祭

り
な

ど
に

多
く

の
児

童
を

参
加

さ
せ

る
。

・
行

事
前

に
十

分
な

告
知

を
行

い
、

多
く

の
児

童
を

参
加

さ
せ

る
。

・
各
活

動
へ

の
居
住

児
童

の
参
加

率
を
7
0
％
以

上
に
す

る
。

・
学

校
通
信

等
に

よ
る
学

校
の
周

知
活

動
、
自

治
会

・
民
生

委
員
会

な
ど

で
の
周

知
活

動
を
盛

ん
に

し
、

協
力
を

呼
び

掛
け
る

。

・
地

域
の

運
動

会
に

多
く

の
児

童
を

参
加

さ
せ

る
。

・
運

動
会

前
に

十
分

な
告

知
を

行
い

、
多

く
の

児
童

を
参

加
さ

せ
る

。
・
地
域

運
動

会
へ
の

児
童

の
参
加

率
を
6
0
％
以

上
に
す

る
。

・
学

校
通
信

等
に

よ
る
学

校
の
周

知
活

動
、
自

治
会

・
民
生

委
員
会

な
ど

で
の
周

知
活

動
を
盛

ん
に

し
、

協
力
を

呼
び

掛
け
る

。

※
自
己

評
価

平
成
2
7年

度
学
校
運

営
協
議
会

取
組
【

地
域
用
シ
ー
ト

】

平
成

2
8
年
2
月
2
9
日

学 ぶ 力 の 向 上

（
聴
く

指
導
）

１
児

童
の
聴
き
方

ア
ン
ケ
ー
ト

「
聴
き
方
名

人
に
な

ろ
う
」
に
お

い
て
、
「
話

の
内
容
を
理

解
し
よ

う
と
し
て
い

る
。
」
と
答

え
た
児
童
の

割
合
を

８
０
％
以
上

に
す
る
。

（
朝
の

ド
リ
ル
タ
イ

ム
の
充
実
）

２
児

童
の
音
読
ア

ン
ケ
ー
ト

「
音
読

名
人
に
な
ろ

う
」
に
お
い

て
、
「
気
持

ち
を
こ

め
て
読
ん
で

い
る
」

と
答
え
た
児

童
の
割
合

を
８
０

％
以
上
に
す

る
。

人 を 慈 し む 子 の 育

成

（
挨
拶

活
動
）

１
教

職
員
ア
ン
ケ

ー
ト
で
「
自

分
か
ら
挨
拶

を
す
る

子
が
育
っ
た

と
思
い
ま
す

か
」
の
問
い

の
肯
定

的
な
回
答
1
0
0
％
を
達
成
す

る
。

（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活

動
）

２
児

童
の
生
活
ア

ン
ケ
ー
ト
で

「
ほ
か
の
人

に
や
さ

し
く
で
き
た

か
」
の
回
答

で
肯
定
的
な

回
答
が

８
５
％
以
上

に
な
る
。

意 欲 的 に 活 動 す る

子 の 育 成

（
清
掃

活
動
）

１
児

童
の
生
活
ア

ン
ケ
ー
ト
で

「
し
ー
ん
と

そ
う
じ

」
（
無
言
清

掃
）
が
で
き

た
と
回
答
す

る
児
童

の
割
合
を
8
5
％
以
上
に
す

る
。

(
体
力

づ
く
り
)

２
児

童
の
生
活
ア

ン
ケ
ー
ト
で

「
体
力
づ
く

り
の
た

め
に
何
か
を

が
ん
ば
り
つ

づ
け
ま
し
た

か
」
の

回
答
で
肯
定

的
な
回
答
が

８
０
％
以
上

に
な
る

。

学
校

運
営
協

議
会

（
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
・

ス
ク
ー

ル
推

進
委
員

会
）
か

ら

・
先

生
方

が
習

熟
度

別
授

業
や

補
充

学
習

等
に
取

り
組

み
、
努

力
し
て
い
る
こ
と
が

分
か

る
。
結

果
を
あ
せ

ら
ず
、
地

道
に
取

り
組

ん
で
ほ

し
い
。

・
子

ど
も
の

学
習

意
欲

が
高

ま
る
方

法
を
積

極
的

に
考

え
て
ほ

し
い
。

・
地

域
が

学
力

向
上

の
た
め

に
何

が
で
き
る
か

考
え
、
整

理
す
る
こ
と
が

必
要

で
あ
る
。

・
積

極
的

な
広

報
活

動
に
取

り
組

ん
で
ほ

し
い
。
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県
教

委
指

定
目

標
協

働
達

成
モ

デ
ル

校
「

田
尻

小
学

校
」

の
具

体
的

な
取

組
指

標

重
点

指
標

達
成
指

標
重
点
的

取
組

学
校
取

組
指

標
保

護
者

取
組
指

標
地
域
取

組
指
標

確
か

な
学

力

学
力

テ
ス
ト

で

県
・

市
平
均

を

５
％

上
回

る
。

①
分
か

る
授
業

板
書
形

式
の

統
一

10
0%

家
庭
学

習
の
点

検

週
６
回

90
%
以
上

出
会
っ

た

子
ど
も

に

挨
拶

･声
か

け

８
０

％

②
授
業

規
律
の

徹
底

学
習

の
５
つ

の
約
束

90
%
以

上

③
基
礎

基
本
の

徹
底

計
算
ド

リ
ル

3
回

10
0%

④
家
庭

学
習
の

定
着

宿
題

の
提
出

率
90
%
以

上

健
や

か
な

身
体

体
力

・
運
動

能
力

テ
ス

ト
で

全
国

平
均
達

成
率

６
０

％

①
授
業

で
の
運

動
量

汗
を
か

く
体

育
授
業

90
%
以

上

早
寝

･早
起

き

･朝
ご
飯

週
5
回

90
%
以
上

②
外
遊

び
の
奨

励
室

内
居

残
り

10
％

未
満

③
チ
ャ

レ
ン
ジ

タ
イ

ム
週

２
回

実
施

10
0%

危
険
行

為
や

迷
惑
行

為
は

注
意

･即
刻

通
報

(可
能

な
限

り
)

④
規
則

正
し
い

生
活

無
遅
刻

9０
%
以

上

豊
か

な
心

チ
ク

チ
ク

言
葉

の

不
使

用
率

８
０

％

①
道
徳

の
時
間

の
一

工
夫

道
徳
の

授
業

公
開

10
0%

あ
い
さ

つ

Ｏ
Ｉ

Ｔ
Ａ

＋
１

運
動

毎
日

90
%
以

上

②
体
験

学
習
の

推
進

地
域
住

民
参

加
活
動
年

２
回

③
人
権

集
会

の
実
施

人
権
集

会
・
人
権
月

目
標

各
１

回

④
挨
拶

運
動
の

展
開

挨
拶
当

番
全

員
1
回
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平成２７年度 昭和中学校「協働４点セット」

重点

目標
達成指標 重点的取組 取組指標

確
か
な
学
力
の
定
着

○次年度（H28）の全国

学力・学習状況調査

（現２年生）・大分県

学力定着状況調査（現

１年生）及び今年度の

佐伯市評価規準診断

テスト（現１年生）で

各平均を上回る。

○定期テストの平均点

６割以上を７０％以

上、４割未満を１０％

未満にする。

学
校

○学習意欲・態度の喚起

○学習規律・学習習慣の

徹底

○メリハリのある一時

間完結型授業の徹底

○積極的な情報発信に

よる、「学校の見える

化」の推進

・学級・教科担任はノートにコメントを載

せ、よいノートを積極的に展示する。

・全教員が授業規律「４つのＪ」を繰り返

し、徹底して指導する。

・学級・教科担任は生活ノート・自学ノー

トを点検し、学習の仕方を徹底して指導

する。（「学びの手引」の活用）

・学級担任は家庭学習→朝学習→定期テス

トの学習サイクルを徹底する。

（「地道・徹底シート」の活用）

・教科担任は毎時間、目標・学び合い・ま

とめ・言語活動を位置付け、板書とノー

トが連動する指導を徹底し、思考ツール

を導入する。（学期２回の互見授業実施）

・学校だより、学級・学年通信を定期的に

発行し、ホームページに掲載する。

家
庭

○子どもの学習意欲を

高める。

○子どもの家庭学習習

慣を定着させる。

○親が子どもに積極的

にかかわる。

・週に１回「自学ノート」を見て、コメン

ト（ほめること・やる気にさせること）

を書き、これを徹底する。

・週に１日の「ノーゲームデー」等、ゲー

ム・スマホを使う時間を制限するルール

作りをし、これを徹底する。

・「弁当の日」をきっかけに、親が子ども

に積極的にかかわる。

地
域

○地域が子どもに積極

的にかかわる。

○学校の様子を地域に

広める。

○地域の小学校と協働

した小中連携の推進

・区長会や地域行事の際、又は電話等で、

地域の声（生徒や学校の良いこと、気に

なること）を学校に届ける。

・学校だよりを月１～２回程度、弥生振興

局の協力により、地域に回覧する。

・昭和中学校区小中連携教育推進協議会

・小学校３校と中学校の児童生徒交流会

・本校生徒による小学校学習ボランティア
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重点目標

月1回以上,地域や学校
で児童・生徒とふれあ
う。

あいさつの徹底

清掃の徹底

平成２７年度目標協働達成モデル校の取組に係る重点目標・達成指標・重点的取組・取組指標

達成指標 重点的取組 取組指標

学
力
の
向
上

学校

自ら進んで学習する児
童・生徒の割合80％以上

小学校
・県学力定着状況調査で
教科偏差値50到達

・「５つの学びの約束」
が守れる児童100％

中学校
・定期テストで低学力層
(30点以下)8％以下

・市統一テストで市平均
以上の生徒65％以上

家庭
学校・家庭が協力した

家庭学習の改善

毎日決まった場所と時
間に学習する児童・生徒
を８０％以上にする。 毎週1回以上，保護者と

児童・生徒が家庭学習に
ついて話し合う。

学年で決まった学習時
間を達成できた児童・生
徒を８０％以上にする。

80％以上の地域住民の
皆様から，児童・生徒が
気持ちの良いあいさつを
しているとご回答いただ
けるようにする。

80％以上の地域住民の
皆様から，朝地小・中学
校は活気があるとご回答
いただけるようにする。

◯「五つの学びの約束」を意識
した授業を行う。

◯「五つの学びの約束」が定着
するための点検や指導を行う

◯各期授業改善の5点セット
に基づいた授業を行う。

◯言語活動を取り入れた授業に
取り組む。

◯板書計画を作成して授業に臨
む。

◯朝学習や放課後学習を実施
する。

◯授業形態を工夫し，個に応
じた指導を行う。

豊後大野市立朝地小・中

豊
か
な
心
の
育
成

学校

地域
地域や学校で児童・生

徒とのふれあい

学習規律の確立

授業改善

基礎・基本の定着

学校が楽しいと感じる
児童・生徒を100％にす
る。

５つの「生活の約束」
が守れる児童・生徒の割
合を80％以上にする。

◯発達段階に応じた自尊感情を
高める取組を行う。

小学校
・ありがとうの木
中学校
・GOODカード

◯毎学期，小・中連携したあ
いさつ運動を行う。

◯発達段階に応じたあいさつ
指導を行う。

◯時間いっぱい児童・生徒と
教職員が真剣に清掃に取り
組む。

児童・生徒の笑顔があふ
れる学校づくり
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立 学校 資料 ２

【教育目標】

【重点目標】

○

○

○

重点目標 評価

○ ○ ○

学
校

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

※３つの重点目標すべてに「家庭」「地域」の欄を設けていますが、必須ではありませんので、学校の実情に応じて、自由に設定し直してください。

「学校に足を運ぼう」運動
の推進。

毎月１５日の公開日の授
業参観への参加者数を1
回あたり10人以上にす
る。保護者以外の参加に
取り組む。

地
域

基
礎
・
基
本
の
定
着
し
た
児
童
の
育
成

１２月の町独自の基礎・
基本テストにおいて全
学年で目標値を上回
る。

めあて・まとめを明確にし
た「１時間完結」型授業を
徹底する。

全ての教科において「め
あて」「考え作り」「まとめ」
を板書やノートに位置づ
けた授業を実践する。

全校ドリルタイムを設定
し、基礎・基本の定着を
図る。

国語（「がっちりプリント」
「百ます作文」）算数（既
習事項の確認プリント）を
活用した全校ドリルタイム
を水・金の９：００から１５
分間実施し、全職員で取
り組む。

家庭学習の約束を徹底
し、学習時間を確保す
る。

家庭学習時間（１０分×
学年＋１０分）に取り組
み、日常の点検を個や学
年に応じた形で行う。

学校の授業計画に沿った
ゲストティチャーや学習サ
ポーターに取り組む。

地域・サポーターと連携し
た学習を１回以上行う。
地域の見守りとして子ども
に出会ったら必ず声をかけ
る。

「ノー・メディアデイの取
り」の取組と感想を交流
する。

ここのえ緑陽中学の定期
テストに合わせて年間５
回の「ノー・メディアデイ」
を実施する。

家庭学習時間の達成率
８０％以上。

「家庭学習の約束」を徹
底するための支援を行
う。

家庭学習の時間が守ら
れているか毎日声かけと
点検をする。

家
庭

お互いを認め合う児童の育成（やさし子）

運動好きな児童の育成（たくましい子）

達成指標 重点的取組 取組指標 ３学期への改善点

基礎・基本の定着した児童の育成（かしこい子）

平成２７年度 重点目標・達成指標と重点的取組・取組指標 ［協働４点セット］ ３学期

九重町 南山田小

地域とともに かしこく やさしく たくましく生きる児童の育成
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立 学校

【教育目標】

【重点目標】

○

○

○

重点目標 評価

○

学
校

○

○

○

家
庭

○

○

○

地
域

○ ○

○

学
校

○ ○

家
庭

○ ○

地
域

○ ○

○

学
校

○ ○

家
庭

○ ○

地
域

○

認め認められる 自己有用感の向上

「学校へ行こう」 来校者の増加

達成指標 重点的取組 取組指標 改善点

基礎基本の徹底 ９０分以上の家庭学習の習慣化

平成２７年度 重点目標・達成指標と重点的取組・取組指標 ［協働４点セット］ ３学期

玖珠町 八幡中

ともに考え ともに伸びる

※３つの重点目標すべてに「家庭」「地域」の欄を設けていますが、必須ではありません。学校の実情に応じて、自由に設定し直してください。

認
め
認
め
ら
れ
る

自
己
有
用
感
の
向
上

生徒主体による行事を充
実させる。
自己有用感が持てるような
人間関係づくりを行う。

ゲストティーチャーによる
面接指導を実施する。

生徒集会や生徒会行事
に月１回以上取組む。
いじめ・生活アンケートを
１回実施し、その後教育
相談を行う。

学校行事や学習時のゲス
トティーチャーとして教育支
援を行なう。

ゲストティーチャーを招へ
いし、行事や学習支援を
受ける。

「
学
校
へ
行
こ
う

」

来
校
者
の
増
加

月２回以上、学校の情報
を発信する。
学校ＨＰを定期的に更新
する。

定期的なＰＴＡ懇談会以外
にも学校見学会、給食試
食会等を積極的に呼びか
ける。

学期に２回以上は来校
し、子どもの様子をみる。

「家庭や地域の願いを
聞いて教育活動をして
いる」と感じる保護者や
地域の割合を８５ｐｔ以上
にする。

年間のべ５０名以上の
ゲストティーチャーを招
へいする。

学校の様子を積極的に家
庭や地域に発信する。

面接指導の結果を保護者
に伝え、普段からの生活が
大切になることを保護者か
らも指導できるようにする。

基
礎
基
本
の
徹
底

９
０
分
以
上
の
家
庭
学
習
の
習
慣
化

授業を充実させることを基
本に、週末課題を出題す
る。
学習意欲を引き出す指導
を重視する。

「親子で家庭学習」に取組
み、子どもの勉強に関わ
る。
ノーメディアウィークの取組
を行う。

ゲストティーチャーによる添
削指導を充実させる。

生活状況調査等の結果
を知らせるなどＰＴＡ懇談
会等で定期的に情報交
換を行う。

面接指導の面接官として
指導をお願いする。

各種学力調査において
町平均を上回るとともに
正答率５０％以上の生
徒を増やす。
・正答率５０％未満の生
徒の割合を１０％未満に
する。
・「９０分以上家庭学習
をしている」割合を８５ｐｔ
以上にする。
・週末課題の提出率を
１００％にする。

「学校が楽しい」と感じる
生徒の割合を増やす。
・「学校が楽しい」と感じ
る生徒の割合を８５ｐｔ以
上にする。
・「いじめのない学級づく
り」をすすめている感じ
る生徒の割合を９０ｐｔ以
上にする。
・「互いに励ましあい、高
め合う」ことができてい
ると感じる生徒の割合を
８０ｐｔ以上にする。

週５枚以上、データベース
を活用し、毎週末課題を
出題する。
意欲を持って授業に参加
しとている生徒を増やす。

定期テスト前に「親子で家
庭学習」「ノーメディア
ウィーク」に取組む。

２月の町確認テストに向
けた添削指導により達成
率アップを目指す。
（１学年４０％→７０％）
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